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２０２３年３月２２日

東北活性化研究センター令和4年度事業報告会
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本日の講演内容

1. 自己紹介・自社紹介
2. イノベーションに関する時代背景と世界

のトレンド
3. スタートアップ育成に関する九州エリア

１０の特徴
4. FFGベンチャービジネスパートナーズ

の取り組みについて
5. まとめ



1. 多様なネットワークによる案件ソーシング
2. 多様な分野、多様なステージへの分散投資。テック系ベンチャーを選好。
3. 大学発ベンチャー振興会議を含む大学とのネットワーク、及び、700万件に及ぶ特許

DBのランキングをベースとするテクノロジー案件の獲得とスクリーニング
4. 豊富な専門家ネットワークによる技術・市場に亘る着実なデューデリジェンス

5. 取締役会における価値提供や、経営者を含む豊富なネットワークを活用した投資先へ
のハンズオン支援（経営支援）

6. 着実なEXITを実現（IPO及び売却）

山口泰久
Yasuhisa Yamaguchi  M.Phil. (Cantab)

（株）FFGベンチャービジネスパートナーズ
取締役副社長

STARTプログラム 代表事業プロモーター
九州工業大学 客員教授

Healthcare, Bio Science

シンバイオ製薬（株）（JASDAQ上場）

（株）アイセイ薬局 （JASDAQ上場）

（株）ジーンテクノサイエンス（マザーズ上場）

ベルグアース（株） （JASDAQ上場）

KAICO（株）

（株）レボーン

Environment, Energy

アイピー・パワーシステム（株）（M&A売却）

（株）レノバ（マザーズ上場）

（株）Looop

（株）EVモーターズ・ジャパン

IT, Communication, Game

（株）Gumi （東証１部上場）

ネットマーケティング（JASDAQ上場）

（株）ナレッジスイート（マザーズ上場）

（株）YAMAP

（株）モンスターラボ

Manufacturing

サイバーダイン（株）（マザーズ上場）

ヴィスコテクノロジーズ（株）（JASDAQ上場）

（株）テクノフレックス（東証２部上場）

（株）QPS研究所

（株）A.L.I.Techonologies (NASDAQ上場）

HMS（株）

Service, others

日本ｴﾏｼﾞｪﾝｼｰｱｼｽﾀﾝｽ（株)（JASDAQ上場）

G-FACTORY（株）（マザーズ上場）

（株）アイセイ薬局（JASDAQ上場）

（株）ビザスク（マザーズ上場）

キュレーションズ（株）

akippa（株）

自己紹介



九州を地盤に、地域経済発展への貢献と企業価値向上を目指す地銀系最大の金融グループです。

株式会社FFGベンチャービジネスパートナーズは
ふくおかフィナンシャルグループが設立したVCです。

⚫ 大学発ベンチャーを中心に、あらゆる分野のベンチャーを支援します。

⚫ 投資先や投資先候補のベンチャー企業に対し、ビジネスモデルのブラッシュアップや企業パー
トナーのご紹介等のハンズオン支援を行います。

⚫ ファンド運用規模は約300億円。ファンド期間は15年、民間VCとしては、珍しいペイシェント
キャピタルです。

㈱FFGベンチャービジネスパートナーズについて
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みんなの銀行



九州において新産業を創出するために
内発型ベンチャーの育成が急務。

九州からユニコーン・ベンチャーを！

リスクマネーの供給
技術事業化プログラムの提供

スタートアップエコシステムの構築
FFG取引先との協業

5

FFGベンチャーファンドの目標とミッション

ミッション



㈱ふくおかフィナンシャルグループ100％株主

設立
1号：2017年5月 CVC：2020年4月
2号：2020年1月 FOF：2022年2月
3号：2022年8月

運用期間 15年間

投資対象 業種を限定しないあらゆるスタートアップ

投資地域 九州・福岡を中心に日本全国＆海外

ファンド規模 運用総額 270億円

九州地域企業とのマッチング、福岡の魅力
福岡・熊本・十八親和銀行及びみんなの銀行と

お取引のある企業様とスタートアップ企業をマッチング

幅広い投資領域と投資ステージ、＋FOF
ITサービスやフィンテック等多様な領域に投資

あらゆる投資ステージに分散投資

大学発ベンチャーを中心にDeeptech投資に特徴
「JST/STARTプロジェクト」、「NEDO/STS事業」

「九州・大学発ベンチャー振興会議」と連携
ドローン、宇宙、創薬・バイオ、AI、AR/VR

◼ 大きなリスクマネーが必要とされる研究開発型スタートアップに対しても、継続的にフォローオン投資が
出来る300億円規模の九州最大のVCとして、積極的な投資活動を実施。

九州オープンイノベーションファンド
共同GP：Gx Partners と共に運営

QOF 1号：2019/4 10億円
２号：2022/8 ～ 20億円程度予定

FFGベンチャービジネスパートナーズの概要



⚫ 九州の各大学が情報交換をしながらノウハウの共有や連携を行うとともに、経済
界がこれをバックアップし、九州が一丸となって大学発ベンチャーを振興する組
織の設立（2017年2月）

⚫ 構成メンバーは、九州・沖縄の国立大学及び主要私立大学学長並びに産業界
の代表

⚫ 毎年約30プロジェクトを選択し、投資、GAPファンドの提供（研究費の寄付）のほか、
技術事業化教育などの各種支援を行う。

「九州・大学発ベンチャー振興会議」 九州・大学発ベンチャー振興会議メンバー

大学

九州大学

九州工業大学

佐賀大学

長崎大学

熊本大学

大分大学

宮崎大学

鹿児島大学

琉球大学

福岡大学

福岡工業大学

九州産業大学

北九州市立大学

経済界

トヨタ九州

安川電機

TOTO

西部技研

ﾋﾟｰｴﾑﾃｨｰ

総合メディカルHD

Chaintope

ﾜｲﾋﾞｰｴﾑ

大坪GSI

・福岡銀行・第一生命保険

・西日本シティ銀行

・佐賀銀行・十八親和銀行

・肥後銀行・大分銀行

・宮崎銀行・鹿児島銀行

・琉球銀行・沖縄銀行

経済団体

九州経済連合会

九州商工会議所

九州経済同友会

九州経営者協会

九州経済調査会
九州オープンイノベーションセンター

大学・研究所

研究成果の
事業援

大学発
ベンチャー
（VB）

IPO

M&A
キャピタル
ゲイン

GAP

ファンド

ファンド
（VC）

事業会社
知財事業化教育

パートナーシップ
事業化支援

大学
経営の安定化
存在意義向上

■ オール九州での大学のエコシステム構築

研究者

学生

事務局

FFGベンチャービジネ
スパートナーズ

九州オープンイノベーショ
ンセンター

九州経済連合会

九州・大学発ベンチャー振興会議

資金支援
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プラス

マイナス

VB
“シード”

VB
“アーリー”

VB
“エクスパンジョン”

VB
“M&A”

VB
“IPO”

成長曲線

時間

九州オープンイノベーションファンド

黒字転換

創業後
１~３年

創業後
３~５年

創業後
５~10年

出資

シード
アクセラレーター

シリーズ
A投資

アクセラレーター

IPO支援

FFGベンチャーファンドの特徴

プレ
ベンチャー

シリーズ
B投資

シリーズ
C投資

プレIPO
投資

FFGベンチャーファンドキューテック財団

GAP
ファンド

R＆D資金
30百万円/年

シリーズ
A投資

Drone Fund Fベンチャーズ NOW

九州大学発ベン
チャー振興会議

➢ １件当たり投資額は、50百万円~100百万円。
➢ 創薬ベンチャー等の総投資額は、追加投資を

含め、数億円を想定。

営業支援



◼九州を中心に、幅広い領域に対して積極的に投資を行っており、累計投資先は80社以上。

九州発スタートアップ

B2B B2CDeep Tech

9

FFGベンチャービジネスパートナーズの投資先概要

フィンテック



九州大学

九州工業大学

等

FVP

ＶＣ衛星製造を担う

九州の地場企業

クラスター資金支援
連携企業紹介

株式会社ＱＰＳ研究所

会社概要
• 代表者：大西俊輔
• 設立 ：2005年6月
• 本社 ：福岡市中央区

事業概要
• 九州大学で20年以上研究されてきた人工衛星技術を承継

し、地場企業群とともに衛星の開発・製造に取組んでき
たベンチャー企業。

• 今回新たに開発した革新的なレーダーアンテナにより、
世界初の小型レーダー衛星の開発に目処をつけ、天候に
左右されず夜間でも地球上のあらゆる場所を短時間で撮
影可能とすることで、リアルタイム・グーグルマップの
実現を目指す。

• 八坂九大名誉教授の技術を、若い大西社長がリーダー
シップを取り事業化、COOの市来取締役がサポートする
というチーム体制。

• 産業革新機構と連携し、合計9社から23.5億円の調達に成功。
• ＦＦＧグループで衛星を製造する地場企業の支援および新たな
提携企業の紹介等を実施し地域活性化を図る。

ＱＰＳ研究所

100キロ以下の
レーダー衛星

連携

出資
経営サポート

FFGグループ

銀行等 連携

ディープテック分野への投資事例

10



株式会社EVモーターズ・ジャパン

ディープテック分野への投資事例

事業概要
• 最先端のバッテリーマネジメント技術により、EVバスの
200km以上の航続距離を実現。北九州工場の建設により我が国
唯一の国産商用EV専業メーカーを目指す。

• 特許・技術戦略に秀でており、EV先進地である中国で商用EV
向けバッテリーマネジメントシステムを提供してきた。

• 今後は、国産蓄電池の搭載も視野に。
11



ディープテック分野への投資事例

NASDAQへ
SPAC上場！
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イノベーションに関する
時代背景と世界のトレンド



２００５年頃から
イノベーションのパラダイムシフトが！

機械システム思考→デザイン思考
BMC/VPCやリーンスタートアップの普及
顧客志向型ビジネス開発の手法が発展

アクセラレーター（教育×投資）の勃興
オープンイノベーションの進展

２０２０年コロナ禍でDxが一気に進展
既存企業がビジネストランスフォーメーションに着手

エフェクチュエーション理論の登場
14

イノベーションの時代背景・トレンド
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ローザンヌ大学ピニュール教授は、
教え子のオスターワルダー氏と、
「ビジネスモデルキャンバス」を
作った人物として世界的に著名。
「ビジネスモデルジェネレーショ
ン」（2012）、「バリュー・プロ
ポジション・キャンバス」
（2015）の著者。

ビジネスモデルを分析するツール
として、ビジネスの全体像を俯瞰
でき、ビジネスに必要な項目の把
握と整合性の確認がしやすいこと
から、世界中で爆発的に普及した。

バリュープロポジション・キャンバス

BMC・VPCによるビジネスモデルの分析



課題解決型（顧客志向）の技術開発・ビジネス開発

◆ 「デザイン思考」の登場。
◆ 顧客起点で、問題を発見し、問題を

解決する手法。
◆ 機械システム思考からデザイン思考

への転換。
◆ Change By Design (2009)
◆ The Lean Startup (2011)
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最新の統合型イノベーション・ビジネス開発

出典：㈱キュレーションズ資料
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シリコンバレーでは、アクセラレーターが急速に普及
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海外のアクセラレーター



20出典：NEDO「オープンイノベーション白書」

オープンイノベーション戦略の普及



各企業は、しがらみを超えられない課題を多く抱えていて、
リーンスタートアップやアジャイルの開発手法を用いる事ができない。

① ビジネスコンプライアンス

② 情報漏えいリスク

③ レピュテーションリスク

④ 働き方

⑤ イントラ以外の外部交流ツール

⑥ 堅牢な仕組み

⑦ デザインや企業名使用

⑧ 慎重な法務

➢ 誰かプロジェクトを立ち上げてくれないか？

➢ オープン・イノベーションによりリソースを集めた

い（もちろん自分もリソースは出せるのだが…）。

➢ ある程度の売上を立てたい！

出島方式
ベンチャー企業活用方式
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オープンイノベーションの共通課題
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2015年よりスマートコンストラクションを推進。

コマツのオープンイノベーション戦略



出典：「日本経済再生の原動力を求めて」、2010, 深尾(一橋大学), 権(日本大学)

スタートアップが、雇用を
生み出す原動力となってい
る。
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企業の社齢と雇用の相関関係
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急成長するスタートアップの不足
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スタートアップが雇用の担い手となっていない。
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○官による補助金や出資が、事業化をブリッジし、民間VCの出資の呼び水となる。
○ VCの出口戦略が、IPO, M&A等からﾗｲｾﾝｼﾝｸﾞ等へ多様化している。

プレベンチャーへの資金支援の必要性



出所：’Mind The Gap’  ミネソタ大学 Office of Business Development 27

米国では、ほとんどの大学がGAPファンドを保有
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文科省・JSTによるSTART事業の進展
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文科省・JSTによるSTART事業の進展
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スタートアップに関する
九州エリア１０の特徴
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九州エリアの特徴１：J Startup Kyushu 33社選定



2012年 2016年 2016年－2012年 2012年開業 2013年開業 2014年開業 2015年開業 2016年開業 ５年合計

福岡県 971,866 935,549 ▲ 36,317 18,186 17,570 15,456 9,170 6,808 67,190 3.4 7.2

佐賀県 154,494 150,178 ▲ 4,316 2,793 2,221 2,366 2,127 583 10,090 3.4 6.7

長崎県 259,128 242,928 ▲ 16,200 3,720 3,009 2,263 2,100 792 11,884 2.1 4.9

熊本県 358,562 333,453 ▲ 25,109 6,527 4,707 3,554 3,732 1,281 19,801 2.6 5.9

大分県 244,266 229,057 ▲ 15,209 5,204 2,846 2,113 2,588 876 13,627 2.4 5.9

宮崎県 216,851 208,174 ▲ 8,677 3,591 2,845 2,861 2,225 1,157 12,679 3.0 6.1

鹿児島県 321,763 302,780 ▲ 18,983 4,728 4,314 3,831 2,489 1,550 16,912 2.6 5.6

沖縄県 234,513 247,246 12,733 6,882 5,047 4,001 4,156 1,639 21,725 4.0 8.8

山口県 266,487 245,358 ▲ 21,129 4,069 2,811 2,342 2,236 1,204 12,662 2.4 5.2

九州地域 3,027,930 2,894,723 ▲ 133,207 55,700 45,370 38,787 30,823 15,890 186,570 3.0 6.4

全国 26,316,116 25,168,730 ▲ 1,147,386 518,051 443,421 390,288 306,940 152,178 1,810,878 3.4 7.2

従業者数（総数） 開業年別従業者数 開業３年

以内（％）

開業５年

以内（％）

32

雇用創出の担い手としてのスタートアップ
✓ ５年以内の開業により九州地域全体で6.4％の雇用効果

✓ 2012年→2016年の従業者総数の減少分より多い同期間の雇用

従業者数の推移（2012・2016年）と開業３年・５年以内企業による従業者の雇用、割合（2016年）

九州エリアの特徴２：雇用創出を担うスタートアップ
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：12.8％

特別区・政令市以外平均

：9.8％
33

• 九州地域全体では全国平均並み
• 沖縄県は、突出して起業意欲が高い
• 福岡市や熊本市は、起業意欲が全国平均を上回る
• 製造業のまち北九州市は、起業意欲が極めて乏しい

九州地域と各県の有業者に占める
「起業意思」のある人の割合（2017年）

全国政令市のの有業者に占める
「起業意思」のある人の割合（2017年）

九州エリアの特徴３：元々起業マインドが高い土壌
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• 起業場所を選ぶ理由は、「出身地」が第１位だが…

• 地縁以外の理由が挙がる

• 出身地でなくても起業場所として選択されるエリアへ

47.9 

19.1 

14.6 

14.2 

12.7 

11.6 

11.2 

9.4 

9.0 

9.0 

6.4 

2.2 

0.7 

15.7 

経営者の出身地

取引先との近接性

市場との近接性

経営者ゆかりの地（出身大学等）

生活の利便性

賃料等のコスト要因

人材確保の容易性

行政の支援体制

行政機関との近接性

起業・創業しやすい地域ブランド

情報確保の容易性

産業集積の存在

ファンド、金融支援環境

その他

0 20 40 60

n=267

（％）

※複数回答

本社を現在地に置いた理由

九州エリアの特徴４：地元出身者以外を引き付ける要素
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• アジアと地理的な近接性がある九州地域
ソウルまで１時間半、台北まで２時間半、香港まで３時間半

• アジアむけの製品・サービスを展開する時に拠点としやすい。福
岡市訪日観光客300万人向けに製品・サービスを試行できる。
（韓国より150万人が来訪）

• 外国人留学生が2.38万人存在（全国シェア11.4％）
• 日本経済大学（太宰府市）

• 立命館アジア太平洋大学（別府市）

• 九州大学（福岡市西区） など

• 外国人留学生が起業したベンチャー企業が海外市場を狙う
• 立命館アジア太平洋大学、大分大学出身の外国人留学生が起業

九州エリアの特徴５：アジアへの近接性
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• 九州エリアの大学発スタートアップは、10年間で197→231に増加
• 全国の10.1％を占める

• 資金調達額も増加。九州大は第３位（2018年）
• （株）Kyuluxや（株）QPS研究所など、億単位の資金調達を進めるスタートアッ

プもみられる

九州エリアの大学発ベンチャー数の推移
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24
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2008年度

2018年度

大学発ベンチャー数

福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県 山口県

九州エリアの特徴６：地域に立地する大学の役割
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九州エリアの特徴６：地域に立地する大学の役割

• 大学の周辺にインキュベーション施設が立地。
• 大学発ベンチャーの場合、ウェットラボの確保は難しく、大学周辺にあるインキュベーション

施設への入居に伴い、地域に定着するパターンが多い。

• 起業家育成に力を入れる大学
• 九州大学：実践的教育プログラム、アントレプレナーシップセンター、起業部…

• 熊本大学：大学発ベンチャー認定制度、リーダー育成プログラム…

• 長崎大学：アントレプレナーシップセンター、アントレ実践プログラム‥
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• 九州大学ロバートファンアントレプレナーシップセンター（QREC）による学部横断的なア
ントレプレナーシップ教育を実施。

• 九大ビジネススクール（QBS）が技術商業化などの実践的教育プログラムを実施

• C＆C（実践プログラム）、九大起業部などの学生の活動が盛ん。

• 九大独自のGAPファンド

九大起業部

（部活動）

Stage 2

アイデア/技術

開発/ POC（概

念実証）

Stage 3

商業化の実現

可能性調査

Stage 4

投資の機会/事

業計画策定

Stage 5

会社設立

Stage 6

シード/アー

リーステージ

Stage 7

エクスパン

ション/レー

ターステージ

AiR IMaQ（九州大学 学術研究・産学官連携本部）

研究支援、知財管理、起業支援など

九大TLO（産学連携機構九州）

知財管理、プロジェクト運営など

九大ギャップファンド

九州で活動するベンチャーキャピタル

（QBキャピタル、ドーガン・ベータ、

FFGベンチャービジネスパートナーズ など）

Fukuoka D.C. （福岡地域戦略推進協議会; Think & Do Tank）

EDGE-NEXT

（文部科学省）

START

（文部科学省）

地場産業

Fukuoka Growth Next （スタートアップカフェ）

九州大学関連機関

九州大学機関以外

STS

（経済産業省）

Stage 1

科学的発見

QREC （九州大学 ロバート・ファン／アントレプレ

ナーシップ・センター）

QBS （九州大学ビジネススクール） QBS卒業生ネットワーク

エコシステムの要素

を有機的につなぐ

様々な機関が参加してる九州大学の起業家支援

九州エリアの特徴６：ロールモデルとしての九州大学
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• 福岡市

• スタートアップ都市ふくおか（2012年）

• スタートアップカフェ、グローバル創業・雇用創出特区
（2014年）

• Fukuoka Growth Next（2017年）

• スタートアップエコシステム・グローバル拠点都市（2020
年）

• 福岡市に多数のスタートアップ企業が立地した結果、集
積効果が生まれる。

• Startup Go!Go!、B dash camp、ICC福岡などのイ
ベントが多数開催。

• 今後は「企業価値10億円企業100社」創出を目指す

九州エリアの特徴７：スタートアップ都市福岡のシグナル効果
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スタートアップエコシステム拠点都市
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九州エリアの特徴７：福岡市にスタートアップが集積

出典：Fベンチャーズ資料
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• 社会起業家が若者の起業意欲を刺激

• “ソーシャルビジネスを生み出す仕組み”を提供する（株）ボーダレス・ジャ
パンの田口社長、登山の安全を担保する（株）YAMAPの春山社長等
• 立ち上げに必要な資金・ノウハウのシェア、売上高55億円のボーダレス・ジャパン

• 売上高前年比５９％増の12.2億円のYAMAP、ユーザーは320万人
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ローカルベンチャーによる新規事業創出数 ローカルベンチャーによる売上規模

九州エリアの特徴８：起業家の活躍によるシグナル効果
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• FFGベンチャービジネスパートナーズ㈱
• 投資、ビジネスモデルのブラッシュアップ、企業パートナーの紹介等ハンズオン支援

• 大学発スタートアップへの資金提供、アクセラレーションプログラムの提供 など

• QBキャピタル(同)
• 大学発、技術系スタートアップへの出資に特化。ハンズオン支援するプレ投資プログラム

• 「大学の研究成果の社会還元」「地域における新産業の創出」

• 大分ベンチャーキャピタル㈱
• 地銀系VCだが県外案件の取り扱いが多い（リードVCの支援姿勢を評価し、投資判断）

• F VenturesやGx Partnersといったシードキャピタル

• 事業会社による直接投資やCVCの設立

地方銀行

信用金庫系

(株)FFGベンチャービジネスパートナーズ、NCBキャピタル(株)、山口キャピタル(株)、大分ベン

チャーキャピタル(株)、(株)佐銀キャピタル&コンサルティング、ひびしんキャピタル(株)（北九州市小

倉北区）、(株)宮崎太陽キャピタル、宮銀ベンチャーキャピタル(株)、肥銀キャピタル(株)（熊本市中

央区）など

独立系
QBキャピタル（同）、(株)ドーガン・ベータ、Fventures LLP、GxPartners LLP（福岡市中央区）、

ABBALabスタートアップファンド LPS（(株)FGN ABBALab（福岡市中央区））など

事業会社

CVC
(株)安川電機（北九州市八幡西区）、SGインキュベート(株)（福岡市博多区）など

九州地域の主なVC等

九州エリアの特徴９：九州に根差したリスクマネーの存在
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• 新事業展開、研究開発、交流の場作りなど

• アクセラレーションプログラムの展開

• 直接投資やCVCの設立

• 大学発スタートアップの支援（九州・大学発ベンチャー振興会議を通じ、
GAP資金やPOCの場の提供）

九州エリアの特徴１０：地元企業のスタートアップ支援

レガシー企業
の危機感！



社名 西日本鉄道株式会社（以下、西鉄）

設立/創立 設立：1908年12月17日 / 創立：1942年9月22日

本社 福岡県福岡市博多区博多駅前三丁目5番7号

資本金 261億5,729万円

代表者 取締役社長執行役員 林田 浩一

事業内容
鉄道および自動車による運送事業、利用運送事業、航空運送代理店業、

通関業、不動産の売買および賃貸業、ホテル事業、その他

営業収益 年間1,769億円（2021年度）

営業キロ
自動車：4,262.0キロ

鉄 道：106.1キロ

車両数
自動車：1,630台（乗合バス、貸切バス、特定バス車両）

鉄 道：311両

従業員数 4,600人（他社への出向者等は除く）

グループ会社 86社1学校法人（西日本鉄道㈱含む）

Fukuoka

●

九州エリアの特徴１０：地元企業の支援事例（西鉄）



営業収益・経常利益 営業収益セグメント別構成比

・営業収益

・経常利益

3,752 3,968 3,894 
3,461 

4,272 

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

207 193 

143 

△96

140 

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

単位：億円

単位：億円

コロナショック

24%

42%

16%

17%18%

15%20%

14%10%

5%
13% 7%

2018年度 2021年度

その他

レジャー・サービス業

運輸業

流通業

不動産業

物流業

コロナショック

4九州エリアの特徴１０：地元企業の支援事例（西鉄）



長期ビジョン「にしてつグループまち夢ビジョン 2035」を策定

九州エリアの特徴１０：地元企業の支援事例（西鉄）
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再生可能エネルギー電源開発等エネマネの取り組み

2022年4月

西鉄と自然電力㈱による、『西鉄自然電力合同会社』を設立

社名 西鉄自然電力合同会社

所在地 福岡県福岡市博多区博多駅前三丁目5番7号

代表社員
代表社員 西日本鉄道株式会社

職務執行者 林田安弘

事業内容

1.自然エネルギー等による発電事業およびその管理・運営

並びに電気の供給、販売等に関する業務

2.発電設備、蓄電池等によるエネルギーマネジメント事業

資本金 1,000万円

設立年月日 2022年4月15日

出資比率
・西日本鉄道株式会社（50％）

・自然電力株式会社（50％）

∟ 屋根上太陽光発電設備

《太陽光設置イメージ》

《沿線自治体との連携》

∟ 事業機会の創出と地域貢献を目指す



㈱EVモーターズ・ジャパンとのシナジー獲得に向けた取り組み

福岡県

佐賀県 西鉄車体技術

北九州市
EVモーターズ・ジャパン

福岡小松フォークリフト
西鉄エム・テック

西鉄運輸

㈱EVモーターズ・ジャパンの魅力

●西鉄が考える㈱EVモーターズ・ジャパンとのリレーションシップ

・運輸業や物流業をはじめ、エネルギー分野においても西鉄と相性がよい。

（2022.4 同社へ出資）

・西鉄は、年間約1,000台のバスを制作していた実績があり、現在のグループ会社が

そのノウハウを引き継いでいる。

・福岡発の有望なスタートアップであり、スタートアップエコシステムの推進に貢献できる。
㈱EVモーターズ・ジャパン 佐藤社長

・国際物流事業本部

中国からの製品輸送に向けた協業検討

・西鉄運輸㈱

EV物流車の導入に向けた検討

・西鉄車体技術㈱､西鉄エム・テック㈱

EVバスの修理・点検等の受注に向けた検討

・福岡小松フォークリフト㈱

北九州工場へのフォークリフト導入検討

・西鉄自然電力(同)

北九州工場への太陽光発電導入検討



2025年春 “新福岡ビル（仮称）”開業

西鉄福岡(天神)駅

新福岡ビル(仮称)

JR博多駅

出所：Google Maps

イメージ
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FFGベンチャービジネスパートナーズ
の取り組みについて



１．経営人材・チームの不足
社長のアントレプレナーシップが重要。適切な経営チームの組成が必
要。経営経験の伝達が出来ていない。メンタリングが不足。

２．知財・技術マーケティングと応用研究の不足
市場ニーズの把握が必要。世界で競争できる強い知財・技術の強化が
必要。POCを達成するための応用研究が不足。

３．顧客志向型のビジネスモデルの構築が出来ない。
PMFするビジネスモデル構築が必要。事業構想力が不足。

４．事業化段階で応用研究のための資金が不足
シード段階での圧倒的な資金不足。GAP資金が不足。

５．外部リソースの活用不足
企業とのパートナリング（生産、販売、研究開発）が不足。オープン
イノベーションの未成熟。地域エコシステムの利用が不足。

55

VCからみたスタートアップの課題



シード段階での圧倒的な資金不足
死の谷を越えるため

応用研究や事業化を検討する
GAP資金に対する理解不足

起業家教育の不足
アクセラレーターの不足

特定の民間企業（ベンチャー企業）を
優遇する政策に対するアレルギー

雇用創出に対する理解不足

エコシステムの形成が未熟
オープンイノベーションの不足（地元企業の理解不足）

56

VCからみたスタートアップ育成環境の課題



FFGベンチャービジネスパートナーズが
スタートアップ育成のために提供する

ソリューション

57

1. スタートアップ投資
2. GAP資金＋教育プログラム
3. スタートアップエコシステムの形成

スタートアップ育成の課題を解決するために



13の企業
11の金融機関が参画

九州域内の１３大学

九州・大学発ベンチャー振興会議

経済界

• インキュベーションプログラム
• 技術評価と市場性評価
• START等補助金申請支援
• 協調投資の斡旋 など

ベンチャーキャピタル

• 事業性評価
• ギャップ資金拠出
• 生産設備貸出 など

事務局

◼ 大学の技術シーズの事業化を目指し、産学連携による実践的支援を行う「九州・大学発ベンチャー振興会議」
の事務局として2017年より事業を主導。

述べ８８件の技術シーズを提示

累計１億円超のGAPファンド

１７社スタートアップ
外部調達資金 10億円超

FVPは、３社に投資。

58

九州・大学発ベンチャー振興会議 エコシステム



九州・大学発ベンチャー振興シーズ育成資金

■ 九州・大学発ベンチャー振興シーズ育成資金

⚫ 九州・大学発ベンチャー振興会議に所属する会員企業が一丸となって、大学発ベンチャーを振興
するためのGAP資金を提供する。年間で総額５０百万円の資金提供を目標とする。

⚫ 各企業は、自ら研究シーズを選択し、大学に直接寄付を行う。（１口５０万円。）

⚫ FFGは、傘下のキューテック財団より、上限３0百万円の助成金を支給する。

⚫ GAP資金とは、大学における研究開発と事業化や投資に至るまでのギャップを埋めるため、また、大
学の研究成果に商業的価値があるかどうかを検証するために、研究者に対してPOC達成のための
試作品の開発や追加的な研究、市場調査などを行う資金の事である。

大学がシー
ズを発掘し、
投資やGAP
資金の希望
を提出する。

振興会議に
おける会員
企業への説
明

会員企業に
よる評価

会員企業に
よる必要経
費の1/2の
寄付の実施

一口50万円

大学は、必
要経費の1/2
を用意して、
試作品開発
や追加的研
究、市場調
査等を実施

大学発ベン
チャーの設
立へ

GAP資金
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キューテック助成金・アクセラレーションプログラム 教育＋GAP資金



9

九州大学
インキュベーションプログラム

長崎大学 FFG
アントレプレナーシップセンター

北九州イノベーション＆
アントレ・プラットフォーム

2021年度SCORE拠点都市環境整備型に採択。九州工業大学・北九州
市立大学・長崎大学・FVPの４者共同機関で、GAPファンド運用・
起業支援人材育成などを行う。

大学研究シーズを基に技術商業化の教育プログラムを実施。

2018年10月開始。QBS、QRECとの連携プログラム

2019年10月開設。2020年4月開講。

長崎大学の学部生・大学院生を対象にした寄附講座

研究者向けのインキュベーションプログラムも実施

大学向け知財・技術事業化支援プログラムの提供 事業化教育
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JST・START事業
大学エコシステム型
2022年度

教育＋GAP資金



【ステージ1】
PSF

技術アセスメント

【ステージ２】
PSF

試作品開発

【ステージ３】
PMF

市場テスト

【ステージ４】
PMF

事業化検討

【ステージ５】

ビジネスプラン作成

【研究シーズ】 から 【ベンチャー企業】 へと成長させる

STARTプログラムと連動
VC、起業家、教授、専門家、メンター

陣による指導

九州・大学発ベンチャー振興会議

FVPは投資等検討九州の大学 FVP
連携

研究シーズ

論文・特許

大学発
ベンチャーの
設立

経営者候補の発掘

STARTプログラム
への応募

〔大学発ベンチャー創出の流れ〕

［事例］KAICO（株）（九大農学研究院日下部教授＋工学研究院神谷教授）

JST・STARTプログラム案件、九州大学ギャップファンドから大学発ベンチャー第1号、九州・大学発ベンチャー振興会議案件。2018
年4月設立 / 代表取締役：大和 建太（QBS卒業生）累計300Mの資金調達。食べる新型コロナ・ワクチンを開発中。

福岡市の施設（福岡市産学連携交流センター）に入居

大学向け知財・技術事業化支援の成果
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教育＋GAP資金＋投資
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長崎大学FFGアントレプレナーシップセンター

NFECの使命

1.アントレプレナー
人材の育成

2.大学発ベンチャー
の創出

教育



★研究シーズの選定

★市場調査、特許調査

★ビジネスモデル開発支援

★案件によって投資を検討 Project

※STARTプログラムへの応募振興
会議からのGAP資金による支援

各学部から研究
シーズのご提供

＜研究者にとってのメリット＞

★STARTプログラムや各種助成金への採択可能性が高まる。

★事業化を行うベンチャー経営チームの組成が促進される。

★研究シーズの市場調査・特許調査等を通じて、様々なフィードバックを得られる。

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
創
出

※STARTプログラム（大学発新産業創出プログラム）研究開発と事業育成を支援するJST（科学技術推進機構）のプログラム。

長崎大学・FFGインキュベーションプログラム

事業化支援プログラム

教育＋GAP資金



主な機関投資家

◆ 弊社とGxPartnersとの共同GPによるファンド。2019年4月、10億円規模で1号ファンド

設立。2022年8月、2号ファンド設立。

◆ 福岡では、スタートアップに投資するファンドが少ない。アーリーステージに特化。

◆ LP企業との協業が特徴。 LP企業向けのアクセラレーションプログラムを展開。

九州オープンイノベーションファンドの設立
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アクセラレーションプログラム

教育＋投資



2019年 第５回 X-tech Innovation 第２回 X-tech Match-up 開催
◆FFG取引先の課題を投資先ベンチャーのソリューションにより解決する。
◆東京進出のサポート。九州展開のサポート。アジア展開のサポート。

FFGベンチャー投資先とFFG取引先とのマッチング
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エコシステム

売上増強

人材獲得・人事管理

地元企業の課題

スタートアップの
ソリューション

生産性の向上

資産活用

コスト削減

新規事業創出
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エコシステム地銀5行共同開催のピッチイベント X-Tech Innovation



スタートアップ
の育成

起業家・大学等の
ソリューション

地域の課題
顧客のニーズ

産官学金による
エコシステム構築

リスクマネー
の投下

マーケティング
グローバルなもの
条件不利なほど良い

オープンイノベーション
政策の企画と発信
起業家教育の提供
金融機関による資金循環
CXO人材の提供

CXO

最先端の研究開発
知財・ノウハウの確立
とビジネス開発

VCの集積
地域金融機関の役割認識

本日講演のまとめ



ご清聴ありがとうございました。

ご質問は、下記アドレスまで。
yamaguchi0330@gmail.com
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知行合一
Action!
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